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新
年
の
ご
挨
拶

　
　
　  

管
理
運
営
委
員
長

渡
辺
　
茂

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
令
和
初
め
て
の
新
年
、
皆
様

に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
致
し
ま
す
。
昨
年
中
は
多
く

の
皆
様
に
は
会
館
運
営
に
対
し
て

並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

今
年
は
「
子
年
」
で
再
び
干
支
の

サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ

り
ま
す
。
西
砂
会
館
も
設
立
時
の
理

念
「
西
砂
川
地
域
の
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
住
民
の
融

和
と
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
を
再
認
識
し
、

安
全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
会
館
運

営
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

会
館
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
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昼
間
は
利
用
者
は
多
く
、
利
用
率
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
夜
間
は
ま

だ
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
積

極
的
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　

さ
て
、
本
年
も
令
和
二
年
一
月
五

日
（
日
）
に
新
年
の
恒
例
行
事
・
第

25
回
「
ま
ゆ
玉
飾
り
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
地
域
の
皆
様
や
学
校
関
係
の

協
力
を
得
て
、
子
ど
も
達
と
新
年
の

伝
統
行
事
を
祝
い
、楽
し
み
ま
し
た
。

続
い
て
令
和
二
年
一
月
十
九
日（
日
）

に
第
22
回
「
初
笑
い
親
子
手
打
ち
う

ど
ん
作
り
大
会
」
を
西
砂
川
地
区
文

化
会
と
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
26
回
「
西
砂
会
館
ま
つ
り
」
は
、

令
和
二
年
三
月
八
日
（
日
）
に
開
催

致
し
ま
す
。
午
前
中
は
、
手
打
ち
う

ど
ん
・
杵
つ
き
餅
・
地
産
野
菜
の
模

擬
店
を
出
店
し
ま
す
。
午
後
は
演
芸

発
表
を
お
楽
し
み
頂
き
ま
す
。
地
域

の
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く

の
方
々
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
今
後
の
会
館
運
営
に
対

し
、
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　第26回  西砂会館まつり
　　　　開催日  ３月８日（日）

《午前の部》 10時〜11時30分
　　杵つきもち
　　手打ちうどん
　　地場産野菜等販売
　　包丁とぎ
《午後の部》 12時〜
　　会館利用者の演芸発表
　　福引抽選会

　

今
年
も
恒
例
の
会
館
ま
つ
り
を

三
月
八
日
に
開
催
致
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る

模
擬
店
、
会
館
利
用
者
の
皆
様
の

演
芸
発
表
、
何
が
当
る
か
楽
し
み

の
福
引
き
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
館
を
役
員
一
同
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

10時30分より
　販売開始
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『
防
災
訓
練
と
利
用
者
団
体
と
の
懇
談
会
』

　

九
月
八
日
（
日
）
に
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

 

『
ま
ゆ
玉
飾
り
』

　

一
月
五
日（
日
）に
親
子
二
十
名
以
上
参
加
、和
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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道  

標

　

私
が
子
供
の
頃
、
多
西
村
（
現
あ
き

る
野
市
）
に
住
む
伯
母
の
家
ま
で
用
も

無
い
の
に
時
々
遊
び
に
行
っ
て
い
た

頃
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
と
年
が
近
い
従
兄
弟
が
居
た
か

ら
で
、
居
宅
前
に
は
平
井
川
が
流
れ
川

遊
び
が
出
来
た
か
ら
で
も
あ
り
ま
し
た
。

当
然
歩
い
て
行
く
の
で
す

が
、
初
め
て
行
っ
た
時
は

道
中
歩
い
て
い
る
人
や
道

筋
の
家
で
道
を

尋
ね
た
り
し
な

が
ら
行
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の

後
は
何
の
気
お

く
れ
も
な
く
時

時
行
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
思
う
と
、
当

時
は
行
く
道
々

の
主
要
な
場
所

に
は
、
道
標
（
行
き
先
案

内
表
示
）
が
立
っ
て
い
た

よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
が
子
供
の
頃
あ
っ
た
道

標
が
今
で
は
昔
と
違
っ
た
位
置
に

立
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
の

で
、
近
頃
で
は
珍
し
さ
も
あ
り
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
拝
島
上
水
橋
」
南
詰
西
に
あ
る
道
標

（
写
真
）
が
紹
介
す
る
道
標
で
す
。

高
さ
一
一
〇
㎝　

角
柱

記
載
さ
れ
た
文
字

　

南
面
・
昭
和
二
年
三
月　

拝
島
村
青

年
団　

東
面
・
↑
西
砂
川
方
面　

↓
拝

島
公
園
方
面　

西
面
・
↑
拝
島
中
央
ニ

至
ル　

北
面
・
↑
拝
島
駅
方
面　

↓
砂

川
方
面

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
砂
川
方
面
」
の
記

載
が
あ
る
道
は
拝

島
村
「
拝
島
上
水

橋
」
を
渡
り
砂
川
を

経
由
し
て
所
沢

三
ヶ
島
へ
抜
け
ら

れ
る
道
で
「
拝
島
海

道
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
こ
の
道
は
砂

川
か
ら
以
北
で
は

「
三
ヶ
島
街
道
」
と

言
わ
れ
て
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

拝
島
に
あ
る
「
元

山
大
師
」
は
「
日
本

三
大
師
」
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
が
、
正

月
二
日
・
三
日
は
大
変
な
賑
わ
い
で
こ

の
道
を
行
き
交
う
人
々
が
帰
り
に
は

縁
日
で
買
わ
れ
た
達
磨
や
飾
り
物
を

持
っ
て
帰
る
姿
を
眺
め
て
正
月
を
一

層
実
感
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

笠
井　

信
吾　

記

西
砂
小
学
校

 

「
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
」
出
前
授
業

　

去
る
十
二
月
十
七
日
、
十
九
日
、

二
十
日
に
西
砂
小
学
校
の
六
年
生
3

学
級
（
百
十
七
名
）
を
対
象
に
、
西

砂
川
地
域
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
「
手

打
ち
う
ど
ん
作
り
」
の
出
前
授
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
生
徒

た
ち
は
食
塩
水
を 

作
り
、
小
麦
粉

の
上
に
食
塩
水
を
入
れ
よ
く
か
き
混

ぜ
る
「
水
回
し
」・「
こ
ね
」・「
踏
み

込
み
」
等
々
の
作
業
工
程
を
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
美
味
し
い

う
ど
ん
が
出
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

記　

渡
辺   

茂

  『
そ
う
め
ん
流
し
大
会
』

現在道標  □

道標の位置

以前
道標
 ◇
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西
砂
会
館
利
用
案
内

「
開
館
時
間
」

　
午
前
九
時
〜
午
後
十
時

「
利
用
申
し
込
み
受
付
日
」

　
毎
月
一
日
と
月
・
水
・
金
の

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　（
正
午
〜
午
後
一
時
を
除
く
）

※
印
刷
機
も
有
料
に
て
利
用
で
き

　
ま
す
。（
使
用
受
付
時
間
内
）

「
休
館
日
」

　
第
二
木
曜
日
・
第
四
火
曜
日

「
お
問
い
合
わ
せ
」

　
TEL
ＦＡＸ
　
五
三
一
―
〇
〇
六
六

☆
会
館
内
は
禁
煙
で
す

◇
編
集
後
記
◇

　
知
っ
て
い
そ
う
で
知
ら
な
い
も
の

　

普
段
の
生
活
で
役
に
立
つ
も
の
な
の

に
意
外
と
知
ら
な
い
も
の
っ
て
あ
り
ま

せ
ん
か
。
例
え
ば
、
煮
こ
ぼ
れ
を
防
ぐ

に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
を
一
片（
ひ
と
か
け
）

入
れ
る
と
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
タ
ッ
パ
ー
な
ど
の
容
器
に
付
い
た

食
品
の
臭
い
消
し
に
は
、
そ
の
容
器
の

三
分
の
一
程
度
ま
で
水
を
入
れ
、
小
さ

じ
一
杯
程
度
の
塩
を
入
れ
て
、
容
器
を

密
閉
し
た
ら
シ
ェ
ー
ク
す
る
と
臭
い
が

軽
減
し
ま
す
。
保
証
は
負
い
か
ね
ま
す

が
、
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

  
幼
児
・
児
童
絵
画
教
室 

　“
さ
く
ら
サ
ー
ク
ル
”

　

色
彩
は
心
を
開
放
し
ま
す
。
心
の
ま

ま
に
心
で
絵
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
幼

児
に
は
幼
児
教
育
の
造
形
か
ら
入
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
中
学
生
は
、
受
験
用
の
鉛

筆
デ
ッ
サ
ン
か
ら
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

月
に
三
回
（
一
回
は
西
砂
会
館
休
館

日
の
為
）
木
曜
日
、
午
後
三
時
か
ら
七

時
ま
で
、
ク
レ
パ
ス
や
絵
の
具
、
と
き

に
は
他
の
画
材
も
使
い
な
が
ら
、
絵
を

描
い
て
い
ま
す
。
工
作
も
し
ま
す
。
幼
稚

園
生
は
年
中
さ
ん
か
ら
で
す
。
年
少
さ
ん

は
、
脳
の
発
達
の
関
係
で
形
が
ま
だ
認
識

し
表
現
で
き
ま
せ
ん
。
遊
び
心
で
、
楽
し

み
な
が
ら
描
い
て
い
ま
す
。
の
ぞ
い
て
み

ま
せ
ん
か
。生
徒
さ
ん
の
お
作
品
で
す
よ
。

　
　
　
　
　
　
　

   

近
藤  

和
子  

記




